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こ
の
教
室
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
毎
年
夏
休
み
に
開
講

す
る
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
協
会
の
理
事
を
務
め

た
名
古
屋
芸
術
大
学
和
田
義
行
教
授
の
指
導
の
も
と
に
ス

タ
ー
ト
し
、
最
近
で
は
、
募
集
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
人

気
教
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学
西
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
北
名
古
屋
市
が
進
め
る

「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
で
設
置
さ
れ
て
い
る
野
外

彫
刻
を
題
材
に
し
て
、
芸
大
に
通
う
外
国
人
留
学
生
に
直

接
指
導
を
受
け
な
が
ら
一
枚
の
絵
を
描
き
あ
げ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
絵
を
、
留
学

生
た
ち
は
パ
ス
テ
ル
を
粉
に
し
て
振
り
か
け
て
ス
プ
レ
ー

で
定
着
さ
せ
る
な
ど
枠
に
捉
わ
れ
な
い
自
由
な
表
現
で
指

導
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
ん
な
絵
の
描
き

方
は
初
め
て
の
体
験
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
目
が
輝
い
て

き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い
は
、
２
つ
で
す
。

　

ま
ず
、一
つ
目
は
、北
名
古
屋
で
暮
ら
す
外
国
人
留
学
生

に
子
ど
も
た
ち
が
直
接
指
導
を
受
け
る
と
い
う
異
文
化
交

流
体
験
で
す
。子
ど
も
た
ち
に
、外
国
人
と
い
う
心
の
バ
リ

ア
を
越
え
る
初
め
て
の
体
験
の
機
会
を
作
る
こ
と
で
す
。

　

２
つ
目
は
、「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
の
野
外
彫

刻
を
題
材
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
価
値
に
気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
早
い
時

期
か
ら
外
国
人
に
接
し
日
本
人
と
の
違
い
を
知
り
、
外

国
の
文
化
を
理
解
す
る
機
会
が
必
要
で
す
。
が
、
そ
れ
以

上
に
、
北
名
古
屋
の
歴
史
、
文
化
、
価
値
の
大
切
さ
を
理

解
で
き
る
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
地
球
規
模
で

考
え
、
ロ
ー
カ
ル
に
行
動
す
る
（Think globally, act 

locally

）」
と
い
う
国
際
感
覚
豊
か
な
人
と
は
、
世
界
の

中
の
日
本
を
よ
く
知
る
日
本
人
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

協
会
は
国
際
感
覚
豊
か
な
人
づ
く
り
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
芸
大
留
学
生
と
の
顔
の
見
え
る
交
流
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

外
国
人
と
い
う

　
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
を
越
え
る

国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室
で
の
取
り
組
み�

国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

芸
大
留
学
生
と
一
緒
に

　
　
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
描
く

　

名
古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と

一
緒
に
、「
ま
ち
の
彫
刻
」
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？　

野
外
美
術
館
の
楽
し
み
方
や
留
学
生
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

平
成
26
年
7
月
21
日（
月
）10
時
か
ら
15
時
ま
で

（
途
中
、
昼
食
の
時
間
を
設
け
ま
す
）

会　

場　

名
古
屋
芸
術
大
学
西
キ
ャ
ン
パ
ス

�

デ
ザ
イ
ン
Ｕ
棟　

１
０
２
号
教
室

対　

象　

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護
者
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
）

定　

員　

30
名　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

昼
食
（
弁
当
）、
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
等
絵
画

を
野
外
で
描
け
る
よ
う
に
用
意
し
て
来
て
く
だ

さ
い
。（
画
板
は
協
会
が
用
意
し
ま
す
）
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TOPIC
　

4
月
12
日
、
市
文
化
勤
労
会
館
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

「
国
際
交
流
の
場
づ
く
り
、
国
際
交
流
の
人
づ
く
り
、
国
際
交
流
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
」
な
ど
市
民
が
主
役
に
な
る
草
の
根
交
流
を
推
進

し
て
北
名
古
屋
市
の
国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
協
会
づ
く
り
を
め

ざ
す
平
成
26
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

１　
重
点
事
業�

・
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
を
身
近
に
す
る
国
際
交
流
の
場
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
の
成
果
を
地
域
お
こ
し
に
繋
げ
て
い
く
「
北
名
古
屋
地
域

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

し
て
推
進
し
ま
す
。

２　
事
業
計
画�

○
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

・
第
3
回
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と
の
国
際
交
流
の
場
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
食
と

文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
の
相
互
理
解
を
深
め
る

市
民
の
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
手
づ
く
り
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

・
国
際
フ
ェ
ア

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
ま
す
。
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を

特
別
販
売
す
る
な
ど
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

芸
大
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
、
芸
術
教
室
を

開
講
し
国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚

を
育
て
ま
す
。

○
国
際
交
流
の
担
い
手
で
あ
る
人
づ
く
り

・
中
学
生
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

北
名
古
屋
市
と
友
好
提
携
都
市
韓
国
務
安
郡
と
の
国
際
交
流
事
業

と
し
て
、
中
学
生
を
相
互
に
派
遣
し
、
交
流
を
深
め
、
国
際
理
解
教

育
を
推
進
し
、
21
世
紀
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
育
成
に
努
め

ま
す
。

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

海
外
自
治
体
や
国
際
交
流
団
体
等
か
ら
訪
問
団
を
受
け
入
れ
交
流

を
深
め
、
市
民
が
主
役
に
な
る
草
の
根
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

基
礎
的
な
日
本
語
の
習
得
と
資
格
取
得
を
め
ざ
す
外
国
人
の
た
め

の
教
室
で
す
。
毎
週
、
金
曜
日
の
夜
、
健
康
ド
ー
ム
で
、
日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
指
導
し
ま
す
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

外
国
人
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を

習
得
さ
せ
る
た
め
、
在
籍
の
小
中
学
校
で
の
出
張
教
室
方
式
で
毎
週

一
回
開
講
し
ま
す
。
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
指
導
し
ま
す
。

・
外
国
語
講
座

　

一
般
市
民
を
対
象
に
、
気
軽
に
は
じ
め
る
韓
国
語
、
中
国
語
、
英

語
の
5
コ
ー
ス
を
健
康
ド
ー
ム
で
開
講
し
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

た
め
、
研
修
会
や
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。

・
外
国
語
学
習
事
業
補
助

　

市
内
で
語
学
学
習
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
そ
の
講
師
料
の

一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

・
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業

　

学
校
、
団
体
や
企
業
な
ど
の
要
望
に
よ
り
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
翻
訳
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
し
ま
す
。
会
員
に

は
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

・
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
民
手
づ
く
り
で
取
り
組
む
国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
北
名
古

屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
開
発
普
及
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
入
り　

北
名
古
屋
ブ
ラ
ン
ド
産

品
」
の
普
及
啓
発
を
、
イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
実

施
し
ま
す
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

外
国
人
を
対
象
と
し
た
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
な
ど
、
市
民
と
の
暮
ら
し
を
通
じ
た
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

一
般
市
民
を
対
象
に
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
《
ア
ジ
ア
を
識

る
シ
リ
ー
ズ
》《
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
》

な
ど
の
講
演
会
や
ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
事
業
補
助

　

市
内
の
団
体
が
実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

・
外
国
人
生
活
相
談

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

・
会
報
の
発
行

　
7
月
、
11
月
及
び
4
月
に
市
の
広
報
に
折
り
込
み
全
戸
配
布
し
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

　

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、
各
種
講
座
の
案
内
、
会
員
募
集
な

ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
充
実
さ
せ
ま
す
。
外
国
語
版
は
、
協

会
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
事
業

平成26年度収支予算書
収入の部	
負担金（会費等）� 580,000
補助金・助成金� 12,650,000
諸収入� 1,821,000
繰越金	 � 284,000
　計� 15,335,000

支出の部	
事務費� 7,160,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・
交際費・需用費・備品購入費等）

事業費� 8,135,000
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・
負担金・補助金等）

予備費� 40,000
　計� 15,335,000

詳しくは協会までお問い合わせください

�（単位：円）
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○
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

・
国
際
フ
ェ
ア

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
な

ど
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
ま
し
た
。
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

国
際
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

・
第
２
回
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
市
民
手
づ
く
り
に
よ

り
「
ア
ジ
ア
を
観
て
、
識
り
、
食
す
」
を
テ
ー
マ
に
相
互
理
解
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

芸
大
の
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
芸
術
教

室
を
開
講
し
国
際
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
を
育
て

ま
し
た
。

○
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

・
中
学
生
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

北
名
古
屋
市
と
友
好
提
携
都
市
韓
国
務
安
郡
と
の
国
際
交
流
事
業

と
し
て
、
中
学
生
を
相
互
に
派
遣
し
、
絆
を
強
め
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
国
際
感
覚
豊
か
な

人
材
の
育
成
に
貢
献
し
ま
し
た
。

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

韓
国
務
安
郡
女
性
指
導
者
訪
問
団
等
を
市
と
と
も
に
受
け
入
れ
、

交
流
を
深
め
、市
民
が
主
役
の
草
の
根
の
国
際
交
流
を
推
進
し
ま
し
た
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

外
国
人
を
対
象
に
日
本
社
会
で
の
適
応
能
力
を
向
上
さ
せ
、
日
本

語
の
基
礎
能
力
を
つ
け
る
た
め
に
開
講
し
ま
し
た
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

外
国
人
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
習

得
さ
せ
る
た
め
開
講
し
ま
し
た
。

・
外
国
語
講
座

　

一
般
市
民
を
対
象
に
、
韓
国
語
３
コ
ー
ス
、
中
国
語
１
コ
ー
ス
、

英
語
１
コ
ー
ス
の
三
カ
国
語
5
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

た
め
、
県
国
際
交
流
協
会
と
共
催
し
て
研
修
会
や
交
流
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

　

通
訳
翻
訳
、
イ
ベ
ン
ト
、
日
本
語
教
室
、
生
活
相
談
、
運
営
企
画

会
議
な
ど
登
録
者
総
数
１
６
３
名
。

○
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

・
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
第
一
号
と
し
て
、「
北
名
古
屋
特

産
！
い
ち
じ
く
酵
母
入
り　

イ
タ
リ
ア
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
開
発

提
案
し
、イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

外
国
人
を
対
象
と
し
た
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
「
北
名
古

屋
を
観
よ
う
、
知
ろ
う
、
話
そ
う
。」
を
テ
ー
マ
に
消
防
講
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

一
般
市
民
を
対
象
に
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
《
ア
ジ
ア
を
識

る
シ
リ
ー
ズ
》《
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
》

な
ど
の
講
演
会
や
ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
外
国
人
生
活
相
談

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

・
会
報
の
発
行

　

7
月
、
11
月
及
び
4
月
に
市
の
広
報
に
折
り
込
み
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

　

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、
各
種
講
座
の
案
内
、
会
員
募
集
な

ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
し
た
。
外
国
語
版
は
、
協
会
登
録

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
事
業
報
告

平成25年度決算報告
収入の部	
負担金（会費等）� 547,000
補助金・助成金� 12,676,000
諸収入� 2,015,971
繰越金� 826,464
　計� 16,065,435

支出の部	
事務費� 7,291,982
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・
交際費・需用費・備品購入費等）

事業費� 8,488,536
（報償費、旅費、需用費、役務費、委託料、負
担金、補助金等）

予備費� 0
　計� 15,780,518

詳しくは協会までお問い合わせください

�（単位：円）

我
が
家
の
国
際
交
流�

山
田
　
建
二
　

　

初
め
て
我
が
家
に
寝
泊
ま
り
し
た
異
邦
人
は
ソ
ウ
ル
か
ら
来
た

３
人
の
女
子
大
生
で
あ
っ
た
。
共
通
の
話
題
は
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ

ト
に
関
す
る
こ
と
だ
け
。
彼
女
た
ち
の
情
報
は
事
前
に
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
食
事
の
時
に
は
さ
す
が
に
賑
わ
っ
た
。
あ

れ
や
こ
れ
や
と
話
が
弾
ん
だ
。
味
噌
汁
は
大
丈
夫
だ
が
、
吸
い
物

は
皆
苦
手
で
あ
っ
た
。
濃
い
味
で
な
い
と
、
受
け
付
け
な
い
よ
う

で
あ
る
。見
知
ら
ぬ
人
と
打
ち
解
け
る
に
は
食
事
に
限
る
と
再
確
認
。

　

彼
女
た
ち
は
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県
野
営
大
会
に
参
加
す

る
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
我
が
家
か
ら
大
会
に
見
学
に
出
か
け
て

い
っ
た
。
韓
国
か
ら
は
ロ
ー
バ
ー
（
大
学
年
齢
）
ク
ラ
ス
と
の
交

流
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
の
意
向
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
我
が
団
と

半
田
の
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
を
我
が
家
に
呼
ん
で
、
彼
女
ら
と
交

流
会
を
開
催
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
彼
女
達
の
会
話
力
不
足
で
活
発
な
話
し
合
い
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
日
本
の
ロ
ー
バ
ー
活
動
の
大
筋
は

つ
か
ん
で
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
滞
在
中
、
座
敷
で
は
お
茶
の
作

法
や
着
物
を
着
た
り
、
雛
人
形
な
ど
日
本
文
化
に
触
れ
さ
せ
た
。

　

年
頃
の
娘
さ
ん
を
３
人
も
預
か
る
こ
と
は
、
責
任
感
で
気
が
重

か
っ
た
。
断
り
た
か
っ
た
が
、
３
人
が
寝
泊
ま
り
す
る
ス
ペ
ー
ス

は
十
分
あ
っ
た
の
で
応
じ
た
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
で
終
わ

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
何
人
の
韓
国
の
子
ど
も
た
ち
が
我
が
家

で
ス
テ
イ
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
３
人
の
女
学
生
の
受
け
入
れ
が
序

曲
に
な
る
と
は
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
。

　

当
時
、「
マ
イ
ン
ド
」
と
い
う
海
外
と
交
流
す
る
団
体
が
こ
の

地
に
あ
っ
た
。
会
員
で
も
な
い
我
が
家
が
協
力
す
る
羽
目
に
。
孫

の
よ
う
な
子
ど
も
達
と
の
生
活
は
夫
婦
に
は
随
分
な
刺
激
と
な
り
、

毎
回
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
名
古
屋
の
ス
ポ
ッ
ト
を
韓
国
の

子
ど
も
達
に
逆
に
教
え
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

韓
国
で
も
日
本
の
コ
ミ
ッ
ク
が
放
映
さ
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
番

組
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
「
コ
ナ
ン
？
」
と
い
う
番
組
で

日
本
語
を
覚
え
る
と
言
っ
て
、
我
が
家
で
も
熱
心
に
観
て
い
た
。

こ
の
コ
ミ
ッ
ク
は
購
入
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
様
々
な
記
憶
が
今

も
残
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
国
際
交
流
⑰        
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INFORMATION

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内

在
住
の
外
国
人
と
公
共
施
設
を
訪
ね
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
交
流
を
図
り
ま
す
。

日　

時　

平
成
₂₆
年
7
月
5
日
（
土
）

�

₁₀
時
か
ら
₁₃
時
₃₀
分
ま
で

集
合
・
解
散
場
所　

北
名
古
屋
市
役
所
西
庁
舎
南
玄
関
前

プ
ロ
グ
ラ
ム

₁₀
時
〜
₁₀
時
₃₀
分　
　
　

沖
村
交
番

₁₀
時
₄₅
分
〜
₁₁
時
₃₀
分　

防
犯
交
通
安
全
の
話

₁₁
時
₄₅
分
〜
₁₃
時
₁₅
分　

交
流
会（
昼
食
を
用
意
し
ま
す
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
籍
住
民
及
び
そ
の
子

女
。
就
学
前
児
童
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
と
し

ま
す
。
な
お
、
当
日
、
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

定　

員　

₂₀
名
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
料　

無
料

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東

部
で
混
乱
が
続
く

な
か
、
大
統
領
選

で
親
欧
米
の
ポ
ロ

シ
ェ
ン
コ
元
外
相

が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
に
よ

る
ク
リ
ミ
ア
編
入

後
、
ド
ネ
ツ
ク
な

ど
東
部
の
行
方
に

世
界
の
目
が
集
っ

て
い
ま
す
。
旧
ソ

連
の
建
国
当
初
か

ら
の
盟
友
だ
っ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、

ロ
シ
ア
と
亀
裂
を

生
み
独
立
し
て
い

く
最
大
要
因
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
す
。

　

共
産
主
義
の
崩
壊
と
《
新
冷
戦
》
の
今
を
考
え
ま
す
。

　

中
日
新
聞
元
論
説
委
員　

小
塚
哲
司
氏
（
カ
イ
ロ
、
パ

リ
支
局
長
歴
任
）
を
迎
え
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

分
析
で
揺
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
の
本
質
に
迫
り
ま
す
。

日　

時　

平
成
₂₆
年
8
月
₃₀
日（
土
）

�

₁₃
時
か
ら
₁₅
時
ま
で

場　

所　
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

定　

員　

１
０
０
名
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
料　

無
料

こ
の
講
演
会
は
、
大
和
塾
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

　

未
来
志
向
の
韓
日
交
流
に
つ
な
ぐ
文
化
的
催
事
で
す
。

　

韓
日
の
文
化
的
な
接
点
を
探
り
な
が
ら
韓
国
の
魅
力
を
考

え
る
国
際
理
解
講
座
で
す
。

□
日　

時　

平
成
₂₆
年
７
月
₂₁
日
（
祝
・
月
）

�

 
 

₁₀
時
か
ら
₁₆
時
ま
で

□
会　

場　

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館

□
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
講
演
会　

₁₃
時
か
ら
₁₅
時
ま
で

・
テ
ー
マ　

韓
国
の
暮
ら
し
と
食
文
化

・
講　

師　

愛
知
大
学
教
授　

片　

茂
永　

先
生

・
定　

員　

１
５
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

②
韓
国
料
理
講
習
会

�

₁₀
時
か
ら
₁₃
時
ま
で

�

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」
な
ど

北
名
古
屋
の
食
材
を
取
り
上
げ
ま
す
。

・
定　

員　

₃₀
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

③
韓
服
体
験
及
び
韓
国
の
遊
び
教
室

＊　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
場
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
参
加
料　

い
ず
れ
も
無
料

︽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
︾

　
　

駐
名
古
屋
韓
国
総
領
事
館

 

電
話　

０
５
２
―
５
８
６
―
９
２
２
１

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

韓
国
文
化
体
験
講
座

「
韓
日
の
文
化
的
接
点
を
探
る
」

主
催
　
駐
名
古
屋
韓
国
総
領
事
館

各
種
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
等
は
、左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す

〒
４
８
１

－

８
５
３
１　
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15
番
地

 
 

北
名
古
屋
市
役
所
西
庁
舎
４
階　

 
 

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

電　
　
　
話 

０
５
６
８（
２
２
）１
１
１
１　
内
線
２
４
０
０

フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
５
６
８（
２
５
）１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 

info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.kitanagoya-kiia.jp

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東

外
国
人
の
た
め
の
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

北
名
古
屋
を
観
よ
う
、知
ろ
う
、話
そ
う
。

世
界
を
識し

る
シ
リ
ー
ズ
！

揺
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
講
演
会

   

ソ
連
離
脱
、原
発
事
故
が
遠
因
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
危
機
の
行
方   


